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仕事以外の生活

好循環
家事

育児

ボランティア
活動

地域活動

趣味
学習

仕事

好循環業務の効率化
働き方の見直し

介護

シ
リ
ー
ズ

仲間づくり活動
（広報部会）

安全・安心な
生活づくり活動
（安全部会）

幸せ
づくり活動
（福祉部会）

楽しさ
づくり活動
（地域部会）

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
山
本
』

　

現
在
の
会
員
数
は
63
人
で
、「
山

本
町
民
が
楽
し
く
、
幸
せ
で
、
安
全

に
生
活
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創

造
す
る
」
を
基
本
理
念
に
、
定
期
的

に
4
つ
の
部
会
で
話
し
合
い
を
行
う

な
ど
、
山
本
町
の
課
題
解
決
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
健
康
長
寿
」

と
「
防
災
・
減
災
」
の
2
つ
。「
健

康
長
寿
」
で
は
、
高
齢
者
が
不
安
に

思
っ
て
い
る〝
が
ん
〞と″
認
知
症
〞に

焦
点
を
合
わ
せ
た
講
演
会
や
健
康
教

室
、
が
ん
検
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
1
5
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
5
月
か
ら
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
三

豊
市
総
合
型
地
域
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、『「
こ
こ
ろ
」
と

「
か
ら
だ
」
の
い
き
い
き
健
康
教

室
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教

室
で
は
、
認

知
機
能
の
低

下
予
防
に
効

果
が
あ
る
と

い
わ
れ
る

「
運
動
」「
食

事
」「
睡
眠
」

の
総
合
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
長
寿
」
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

本
人
、
家
族
、
地
域
が
幸
せ
に
な
り
、

医
療
や
介
護
の
費
用
抑
制
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
「
防
災
・
減
災
」
で
は
、

会
員
の
豊
富
な
経
験
・
知
識
を
活
か

し
、
安
全
部
会
を
中
心
に
自
主
防
災

会
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
、
何
を
す
れ
ば
良
い
の

か
を
考
え
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
山
本

　
　
　
　
　
　

☎
63
・
1
5
0
1

講座では全身を使います

〜
誰
も
が
住
み
よ
い

　
　
　
　

三
豊
市
を
目
指
し
て
〜

「
わ
か
ら
な
い
」
が
４
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　

身
元
調
査

　

身
元
調
査
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と

ど
う
答
え
ま
す
か
？

　

県
内
Ａ
市
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、「
身
元
調
査
は
必
要
な
こ

と
だ
」
27
％
、「
必
要
な
い
」
29
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」
25
％
で
し
た
。
身

元
調
査
で
重
視
す
る
こ
と
を
た
ず
ね

る
と
、
「
同
和
地
区
出
身
」
29
％
、

「
学
歴
・
職
業
・
収
入
」
22
％
、

「
障
が
い
・
病
歴
」
15
％
、「
国
籍

や
人
種
」
6
％
な
ど
で
し
た
。

　

結
婚
は
当
事
者
同
士
が
互
い
に
決

定
す
る
こ
と
で
す
。
身
元
を
理
由
に

結
婚
に
反
対
す
る
こ
と
は
差
別
に
な

り
ま
す
。
県
内
で
は
結
婚
の
際
、
相

手
の
母
親
の
出
生
地
名
と
父
の
名
前

を
釣
書
き
に
書
く
し
き
た
り
が
あ
る

と
書
い
た
図
書
が
本
屋
さ
ん
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
問

題
で
す
。
本
籍
調
査
が
結
果
的
に
部

落
差
別
な
ど
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
か
ら
で
す
。
か
つ
て
は
家
制
度

に
よ
っ
て
家
柄
な
ど
を
重
視
し
た
の

で
こ
の
し
き
た
り
が
で
き
た
の
で
す

が
、
現
在
の
憲
法
は
個
人
の
尊
重
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。
憲
法
で
は

「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基

づ
い
て
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権

利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

相
互
の
協
力
に
よ
り
、
維
持
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
配
偶
者
の
選
択
、

財
産
権
、
相
続
、
住
居
の
選
定
、
離

婚
並
び
に
婚
姻
お
よ
び
家
族
に
関
す

る
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
は
、
法

律
は
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質

的
平
等
に
立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
憲
法
第
24

条
）
と
、
家
柄
や
門
地
（
出
自
）
な

ど
で
な
く
個
人
の
尊
厳
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

　

企
業
の
採
用
面
接
で
は
「
本
籍
は

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

　
　
　
　
　

バ
ラ
ン
ス

　

皆
さ
ん
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？
働

く
全
て
の
人
が
「
仕
事
」
と
育
児
や

介
護
、
趣
味
や
学
習
、
休
養
、
地
域

活
動
と
い
っ
た
「
仕
事
以
外
の
生
活
」

と
の
調
和
を
と
り
、
そ
の
両
方
を
充

実
さ
せ
る
働
き
方
、
生
き
方
の
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
は
、
単
に
仕
事
と
生
活
に
割

く
時
間
を
半
々
に
す
る
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
と
生
活
の

う
ち
、
ど
こ
に
重
点
を
置
き
た
い
か

は
そ
の
人
の
生
き
方
、
働
き
方
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
し
、
子
育
て
期
、

中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階

に
応
じ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
応

じ
て
、
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

仕
事
と
家
庭
、
両
立
し
よ
う

　

両
立
支
援
総
合
サ
イ
ト
で
は
、「
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
取
り
組
む

企
業
の
事
例
集
」
や
「
仕
事
も
育
児

も
両
方
あ
き
ら
め
ず
に
、い
き
い
き
と

働
い
て
い
る
女
性
の
体
験
談
」、
ま
た

「
育
児
や
介
護
を
支
援
す
る
制
度
」

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
両
立
支
援
の
ひ
ろ
ば
」
で
検
索

▼
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
財
政
課　

☎
73
・
3
0
1
0

た
ず
ね
な
い
こ
と
」、「
身
元
調
査
は

し
な
い
こ
と
」
な
ど
を
行
政
や
学
校

は
啓
発
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

2
0
1
4
年
度
、
県
内
企
業
37
社
が

「
家
族
の
職
業
・
続
柄
、
身
元
調
査
」

な
ど
を
面
接
で
高
校
生
に
聞
い
て
い

る
こ
と
が
学
校
へ
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
香
川
県
人
権
・
同
和
教
育
進
路

促
進
委
員
会
『
2
0
1
4
年
度
会

報
』）。
か
つ
て
は
ど
の
企
業
も
戸
籍

や
本
籍
地
な
ど
を
提
出
さ
せ
、
部
落

差
別
の
温
床
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
職
業
安
定
法
（
第
５
条
）
お

よ
び
指
針
に
よ
っ
て
収
集
が
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
採
用
は
本
人
の
適
性

と
能
力
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
で

す
。
出
生
地
や
家
柄
な
ど
身
元
で
採

否
を
決
定
す
る
と
差
別
に
な
り
ま
す
。

「
血
統
主
義
」

　
　
　

迷
信
で
非
科
学
的

　

企
業
に
よ
る
身
元
調
査
は
、
明
治

政
府
が
1
8
7
1
（
明
治
4
）
年
に

身
分
制
度
を
廃
止
し
て
か
ら
広
が
っ

た
因
習
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
「
血

統
主
義
」
が
あ
り
ま
す
。「
血
統
主

義
」
と
は
、
出
自
（
血
統
や
先
祖
、

家
柄
な
ど
）
に
よ
っ
て
人
間
性
が
決

ま
る
と
い
う
迷
信
で
、
過
去
の
非
科

学
的
な
考
え
で
す
。
香
川
労
働
局
は
、

「
環
境
影
響
説
と
い
う
考
え
方
を
否

定
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

1
0
0
％
そ
う
だ
と
断
言
で
き
る
訳

の
も
の
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

『
親
が
こ
う
だ
か
ら
、
子
も
こ
う

だ
』
式
な
考
え
方
は
、
封
建
制
に
お

け
る
身
分
制
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

予
断
と
偏
見
に
満
ち
た
発
想
で
あ
り
」

と
非
近
代
的
な
考
え
方
だ
と
説
明
し

て
い
ま
す
（
企
業
向
け
冊
子
『
採

用
』
6
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）。

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
課　

☎
73
･
3
0
0
8

▽「
香
川
県
部
落
差
別
事
象
の
発
生

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」（
1
9
9
6
年
）

結
婚
と
就
職
に
際
し
て
①
部
落
関

係
者
か
ど
う
か
身
元
調
査
を
し
な

い
②
興
信
所
な
ど
に
調
査
を
依
頼

し
な
い
③
興
信
所
な
ど
は
調
査
を

引
き
受
け
な
い
④
聞
か
れ
て
も
協

力
し
な
い
⑤
そ
の
他
部
落
差
別
に

つ
な
が
る
行
為
を
し
な
い
⑥
悪
質

な
調
査
事
業
者
は
社
名
を
公
表
す

る
。

じ
ん
け
ん
探
訪
43
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男
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同
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画
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ま
ち
づ
く
り
推
進
隊

ま
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ち
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り
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